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図2:10サイトt-Jモデルの(a)lm x(Q,u)､(b)Imx(LJ)､(C)一様磁化率(.I-0.6).
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研究会報告
4 考察
以上の解析により､高温超伝導体に見られる擬ギャップ現象は､反強磁性的短距離秩序
の成長によるクロスオーバーとして解釈できることが解った｡ もし､反強磁性的短距離秩
序の形成が､高温超伝導発現のためのひとつの必要条件と考えるならば､このクロスオー
バー温度が常に超伝導転移温度の上にあることとつじつまが合っている｡ さらに､もうひ
とつの必要条件がホール濃度に支配されており､この両者が満たされたときに超伝導が起
こるとすると､これまでに得られている､高温超伝導体の温度-ホール濃度相図の概形はだ
いたい説明がつくと考えられる｡
なお､本研究では､反強磁性的短距離秩序の指標として､最近接スピンの相関関数を用
いたが､今後､反強磁性の成長と､シングレット形成の明確な区別をするため､他の相関
関数のスペクトルも解析する予定である｡
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